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社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
会
議

（
議
長
：
学
長
）

〇
産
学
官
・
地
域
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
の
策
定

〇
産
学
官
・
地
域
連
携
・
全
学
的
な
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
関
す
る
諸
調
整

〇
産
学
官
・
地
域
連
携
・
全
学
的
な
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
の
把
握

○
諸
規
程
の
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
こ
と

発
明
委
員
会

（
委
員
長
：
産
学
官
・
地
域
連
携
担
当
理
事
）

利
益
相
反
委
員
会

（
委
員
長
：
研
究
・
国
際
担
当
理
事
）

〇
届
出
さ
れ
た
発
明
に
係
る
職
務
発
明
の
認
定
、
機
関
帰
属
及
び
特
許
出
願
の
判
定
並
び
に
当
該
発
明
に
係
る
権
利

の
持
分
の
認
定
に
つ
い
て
の
審
査

〇
審
査
請
求
時
、
登
録
維
持
年
金
時
に
お
け
る
当
該
特
許
権
に
係
る
評
価
審
査

〇
機
関
帰
属
の
判
定
な
ど
に
係
る
紛
争
処
理

〇
利
益
相
反
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
及
び
原
案
の
作
成

〇
利
益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
調
査
方
法
の
検
討
及
び
そ
の
調
査
結
果
の
分
析

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
セ
ン
タ
ー
）

産
学
官
連
携
研
究
推
進
委
員
会

（
委
員
長
：
産
学
官
・
地
域
連
携
担
当
理
事
）

地
域
連
携
・
公
開
講
座
委
員
会

（
委
員
長
：
地
域
貢
献
・
教
育
担
当
学
長
補
佐
）

〇
全
学
的
に
行
う
地
域
連
携
の
企
画
、
広
報
及
び
推
進
に
関
す
る
事
項
〇
公
開
講
座
の
企
画
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項

〇
公
開
講
座
の
基
本
的
計
画
の
策
定

〇
教
職
員
に
対
す
る
諸
制
度
の
啓
発
及
び
研
修

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
（
C
O
C
事
業
推
進
委
員
会
）

〇
地
域
志
向
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
連
動
に
よ
る
全
学
的
な
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
す
る
企
画
、
広
報
及
び
総
合
調
整

〇
全
学
的
な
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
自
己
点
検
評
価
の
実
施

〇
そ
の
他
全
学
的
な
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

〇
産
学
官
連
携
に
関
す
る
諸
施
策
の
企
画
、
広
報
及
び
推
進
に
関
す
る
事
項

〇
教
職
員
に
対
す
る
諸
制
度
の
啓
発
及
び
研
修

〇
産
学
官
連
携
の
実
施
、
諸
規
程
の
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
意
見
具
申

役
割
：
名
古
屋
市
立
大
学
の
有
す
る
資
源
を
活
用
し
、
市
民
、
地
域
社
会
、
企
業
等
と
の
協
働
を
通
じ
て
、
産
学
官
連
携
及
び
地
域

を
志
向
す
る
教
育
、
研
究
と
の
連
動
に
よ
る
社
会
貢
献
の
推
進
を
行
う
。

〇
発
明
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

〇
利
益
相
反
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

〇
安
全
保
障
貿
易
管
理
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
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人
　
数

学
外
講
師
数

(内
数
）

医
学
研
究
科

《
第
１
講
座
》

脳
の
健
康
～
脳
は
か
ら
だ
の
司
令
塔
。
脳
を
学
ん
で
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！
～
（
3
講
演
）

3
2
0
3
0
2

1
2
0
5

2
0
5

3
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
9
日
（
土
）
　
1
3
：
0
0
～
1
6
：
3
0

桜
山
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
附
属
病
院

病
棟
・
中
央
診
療
棟
3
階
ホ
ー
ル

薬
学
研
究
科

《
第
２
講
座
》

「
病
気
」
と
「
遺
伝
子
」
の
関
係
～
く
す
り
は
遺
伝
子
に
勝
て
る
か
？
～
（
3
講
演
）

1
8
0
1
7
1

1
1
0
6

1
0
6

3
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
1
9
日
（
土
）
　
1
3
：
0
0
～
1
7
：
0
0

田
辺
通
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
講
義
・
図
書
館
棟
1
階

宮
田
専
治
記
念
ホ
ー
ル

経
済
学
研
究
科

《
第
３
講
座
》

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
深
化
と
経
営
革
新
（
2
講
演
）

1
0
0

4
5

1
3
2

3
2

2
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
5
日
（
土
）
　
1
0
：
0
0
～
1
2
：
0
0

滝
子
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
3
号
館
　
1
0
1
教
室

文
化
と
価
値
を
再
考
す
る

Ａ
「
カ
ト
リ
ッ
ク
総
本
山
、
バ
チ
カ
ン
の
秘
密
－
教
皇
の
歴
史
的
交
代
劇
を
め
ぐ
っ
て

－
」

1
0
0

9
8

1
7
2

7
2

1
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
1
2
日
（
土
）
　
1
0
：
3
0
～
1
2
：
0
0

滝
子
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
1
号
館
　
2
0
3
教
室

Ｂ
「
"
E
S
D
"
っ
て
何
の
こ
と
？
－
≪
E
S
D
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
あ
い
ち
・
な
ご
や
≫
に

向
け
て
－
」

8
0

3
8

1
2
4

2
4

1
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
2
日
（
土
）
　
1
3
：
3
0
～
1
5
：
0
0

滝
子
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
1
号
館
　
2
0
3
教
室

芸
術
工
学
研
究
科

《
第
５
講
座
》

ア
ー
ト
＆
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
～
人
間
は
機
械
に
何
を
夢
み
た
か
？
～
（
2
講
演
）

4
0

4
0

1
2
0

2
0

2
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
1
6
日
（
土
）
　
1
3
：
0
0
～
1
7
：
0
0

北
千
種
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
芸
術
工
学
棟

M
1
0
1
教
室

看
護
学
部

《
第
６
講
座
》

家
庭
で
活
用
で
き
る
感
染
予
防
の
基
礎
知
識
～
標
準
予
防
策
～
（
3
講
演
）

6
3

6
3

1
4
4

4
4

3
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
1
2
日
（
土
）
　
1
3
：
3
0
～
1
5
：
0
0

桜
山
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
看
護
学
部
棟

3
0
8
講
義
室
　
5
0
2
・
5
0
3
・
5
0
5
実
習
室

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学

研
究
科
 《
第
７
講
座
》
ウ
イ
ル
ス
を
知
る
～
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
内
在
性
ウ
イ
ル
ス
ま
で
～

1
1
0
1
0
0

1
7
4

7
4

1
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
5
日
（
土
）
　
1
4
：
0
0
～
1
6
：
3
0

桜
山
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
本
部
棟
4
階
ホ
ー
ル

６
研
究
科
＋
１
学
部

の
べ
８
講
座

9
9
3
8
5
7

8
5
7
7

5
7
7

1
6

0

第
1
期
：
「
疫
学
か
ら
見
た
世
界
」

8
0

8
9

8
6
3
4

8
0

8
4
8
,0
0
0
平
成
2
5
年
6
月
7
日
  
 7
月
2
6
日

毎
週
金
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
Ａ

第
2
期
：
「
こ
こ
ろ
と
脳
の
医
学
最
前
線
」

8
0
1
5
2

8
4
3
9

1
4
2

8
1
8
,0
0
0
平
成
2
5
年
9
月
6
日
 
 1
0
月
2
5
日

毎
週
金
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
Ａ

第
3
期
：
「
重
大
疾
患
の
予
防
学
～
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
～
」

8
0
1
0
8

8
3
2
3

1
0
3

8
1
8
,0
0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
8
日
  
 平
成
2
6
年
1
月
1
0
日

毎
週
金
曜
日
　
(1
2
月
2
7
日
、
1
月
3
日
は
除
く
)

1
8
:3
0
～
2
0
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
Ａ

H
u
m
an
＆
S
o
c
ia
lサ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ

3
0
2
6
7

6
2
6
6

2
6
6

6
0
1
,0
0
0
平
成
2
5
年
4
月
2
7
日
（
土
）
～
平
成
2
6
年
2
月
2
2
日

（
土
）

1
5
:0
0
～
1
7
:0
0

サ
ク
ラ
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

マ
ン
デ
ー
サ
ロ
ン

-
1
6
1

7
1
6
1

1
6
1

7
1

0
平
成
2
5
年
4
月
2
2
日
（
月
）
～
平
成
2
6
年
3
月
2
4
日

（
月
）

1
6
:3
0
～

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
1
階
会
議
室

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
　
イ
ン
　
名
古
屋

4
0
3
9
5

1
1

3
9
2

3
9
2

1
1

1
6
0
0
平
成
2
5
年
4
月
1
9
日
（
金
）
～
平
成
2
6
年
3
月
1
4
日

（
金
）

1
8
:0
0
～
2
0
:0
0

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
7
階
　
７
th
c
a
fe
(セ
ブ
ン
ス
カ

フ
ェ
）

1
.看
護
研
究
い
ろ
は
の
「
い
」

3
0

1
6

2
3
0

1
6

1
0
2
,0
0
0
平
成
2
5
年
9
月
1
2
日
、
9
月
1
9
日
　
木
曜
日

1
8
:3
0
～
2
0
:3
0

2
.看
護
研
究
い
ろ
は
の
「
ろ
」
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

2
0

2
3

1
2
1

2
1

1
0
3
,0
0
0
平
成
2
5
年
9
月
2
8
日
　
土
曜
日

9
：
3
0
～
1
6
：
3
0

3
.血
液
ガ
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
読
み
取
る
呼
吸
と
循
環
の
動
態

3
0

1
9

3
4
1

1
7

1
0
3
,0
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
1
7
日
、
1
0
月
3
1
日
、
1
1
月
1
4
日

木
曜
日
1
8
:3
0
～
2
0
:3
0

 ４
．
患
者
急
変
対
応
「何
か
変
、
と
思
っ
た
と
き
・・
・」

3
0

2
6

1
2
1

2
1

2
0
3
,0
0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
1
6
日
　
土
曜
日

9
：
3
0
～
1
6
：
3
0

な
ご
や
看
護
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会

「
東
日
本
大
震
災
 －
緊
急
か
ら
復
興
フ
ェ
ー
ズ
へ
、
そ
し
て
今
求
め
ら
れ
る
保
健
医
療
支
援
－
」

3
0
0

6
6

1
6
6

6
6

1
1

5
0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
1
3
日
（
水
）
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

名
古
屋
市
立
大
学
附
属
病
院
ホ
ー
ル

(病
棟
･中
央
診
療
棟
3
階
）

（科
目
№
13
-1
01
）必
ず
役
に
立
つ
臨
床
栄
養
学
－
基
礎
か
ら
応
用
ま
で

4
0

4
0

1
5

4
4
4

4
0

1
7

4
1
0
,0
0
0
平
成
2
5
年
4
月
1
6
日
～
7
月
3
0
日
　
毎
週
火
曜
日

1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

病
院
西
棟
　
臨
床
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
-

（
科
目
№
1
3
-
1
0
2
）
脳
の
健
康
を
考
え
る
－
認
知
症
、
う
つ
病
の
い
ま

8
0

5
2

1
5

5
4
5

5
0

1
3

4
1
0
,0
0
0
平
成
2
5
年
4
月
1
7
日
～
7
月
3
1
日
　
毎
週
水
曜
日

1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A

（科
目
№
13
-1
03
）リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
現
状
と
関
連
分
野
に
お
け
る
進
歩

8
0

3
0

1
5

2
5
4

2
9

1
5

6
1
0
,0
0
0
平
成
2
5
年
4
月
1
8
日
～
8
月
1
日
　
毎
週
木
曜
日

1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A
・
病
院
西
棟

臨
床
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
科
目
№
1
3
-
2
0
1
）
感
染
症
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｚ
ま
で

8
0

4
1

1
5

4
3
7

4
0

1
5

8
1
0
,0
0
0
平
成
2
5
年
9
月
3
日
～
1
2
月
1
7
日
　
毎
週
火
曜
日

（
1
2
月
1
0
日
は
除
く
）
　
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A
・
B

医
療
・
保
健
　
学
び
な
お
し
講
座

医
学
研
究
科

開
　
　
催
　
　
日

開
　
催
　
場
　
所

講
　
　
師
　
　
数

受
講
料

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

看
護
学
部
棟
内

延
べ
受
講
者

数
受
講
者
数

日
数

看
護
学
部

　
平
成
2
5
年
度
市
民
公
開
講
座
等
一
覧
（
平
成
2
6
年
3
月
3
1
日
現
在
）

内
　
　
　
容

学
部
・
研
究
科

講
　
　
座
　
　
名

定
　
　
員

サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
　

応
募
者

数

市
民
公
開
講
座

人
間
文
化
研
究
科

《
第
４
講
座
》

健
康
科
学
講
座

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

医
学
研
究
科

人
間
文
化
研
究
科

な
ご
や
看
護
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
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人
　
数

学
外
講
師
数

(内
数
）

開
　
　
催
　
　
日

開
　
催
　
場
　
所

講
　
　
師
　
　
数

受
講
料

延
べ
受
講
者

数
受
講
者
数

日
数

内
　
　
　
容

学
部
・
研
究
科

講
　
　
座
　
　
名

定
　
　
員

応
募
者

数

（
科
目
№
1
3
-
2
0
2
）
発
達
障
害
を
学
ぶ
：医
学
的
理
解
か
ら
教
育
/療
育
へ

8
0

7
9

1
5

8
9
2

7
6

1
0

7
1
0
,0
0
0
平
成
2
5
年
9
月
4
日
～
1
2
月
1
1
日
　
毎
週
水
曜
日

1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A
・
病
院
3
階

大
ホ
ー
ル

（
科
目
№
1
3
-
2
0
3
）
B
ir
th
 T
o
u
r 
2
0
1
3
－
 安
全
な
お
産
を
目
指
し
て

3
0

2
7

1
5

3
2
2

2
6

1
4

2
1
0
,0
0
0
平
成
2
5
年
9
月
5
日
～
1
2
月
1
2
日
　
毎
週
木
曜
日

1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

病
院
西
棟
　
臨
床
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・

医
学
部
研
究
棟
1
1
階
講
義
室
B

東
海
薬
剤
師
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
・
講
義
コ
ー
ス

1
0
0

5
2

9
3
3
8

5
2

9
7
8
,0
0
0
平
成
2
5
年
5
月
1
5
日
、
6
月
1
2
日
、
7
月
1
0
日
、
8
月
1
4
日
、
9

月
1
1
日
、
1
0
月
9
日
、
1
1
月
1
3
日
、
1
2
月
1
1
日
、
平
成
2
6
年
1

月
8
日
　
水
曜
日
　
2
0
：
0
0
～
2
1
：
3
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
講
義
・
図
書
館
棟
1
階

宮
田
専
治
記
念
ホ
ー
ル

東
海
薬
剤
師
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
・
演
習
コ
ー
ス

1
0

1
0

4
2
6

1
0

1
0
1
,0
0
0
平
成
2
5
年
1
2
月
5
日
、
1
2
月
1
9
日
、
平
成
2
6
年
1
月
1
6
日
、
1

月
2
3
日
　
木
曜
日
　
1
9
：
0
0
～
2
0
：
3
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス

薬
学
部
実
習
棟
2
階

チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
薬
局
薬
剤
師

の
養
成
講
座

薬
学
研
究
科

名
市
大
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
薬
局
薬
剤
師
養
成
研
修

4
0

6
0

2
2

6
9
5

5
0

1
3
5

1
8

0
平
成
2
5
年
5
月
1
8
日
、
2
6
日
、
6
月
9
日
、
2
9
日
、
3
0
日
、
7
月
7
日
、
1
5
日
、
2
8
日
、

8
月
1
1
日
、
9
月
7
日
、
1
4
日
、
2
9
日
、
1
0
月
5
日
、
1
3
日
、
1
9
日
、
1
1
月
1
7
日
、
2
4

日
、
1
2
月
8
日
、
1
4
日
、
平
成
2
6
年
1
月
1
8
日
、
2
月
9
日
、
3
月
2
日
、
1
6
日

1
3
時
～
1
7
時

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
薬
学
部
実
習
棟

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
病
院
西
棟
　
臨
床
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

薬
学
部
卒
後
教
育
講
座

薬
学
研
究
科

睡
眠
障
害
に
お
け
る
薬
物
治
療
　
他

2
5
0
2
2
4

3
5
6
0

2
2
4

6
3
5
,0
0
0

平
成
2
5
年
9
月
8
日
（
日
）

9
：
3
0
～
1
1
：
0
0
　
1
1
：
2
0
～
1
2
：
5
0

平
成
2
5
年
1
0
月
6
日
（
日
）

9
：
3
0
～
1
1
：
0
0
　
1
1
：
2
0
～
1
2
：
5
0

平
成
2
5
年
1
1
月
1
0
日
（
日
）

9
：
3
0
～
1
1
：
0
0
　
1
1
：
2
0
～
1
2
：
5
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
講
義
・
図
書
館
棟
1
階

宮
田
専
治
記
念
ホ
ー
ル

前
期
：「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

3
0
1
0
9

1
5

3
2
3

2
8

1
0

0
平
成
2
5
年
4
月
1
5
日
（
月
）
～
７
月
2
2
日
（
月
）
、
2
4
日

（
水
）
9
：
0
0
～
1
0
：
3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
3
号
館
　
1
0
1
教
室

後
期
：
「
経
済
史
Ⅱ
」

3
0

9
1

1
5

3
2
7

2
8

1
0

0
平
成
2
5
年
9
月
2
5
日
～
1
月
1
5
日
　
毎
週
水
曜
日

（
1
2
/
2
5
,1
/
1
を
除
く
）
　
1
0
：
4
0
～
1
2
：
1
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
3
号
館
 1
0
1
教
室

前
期
：
「
共
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

5
4
5

1
4

1
6
7

1
5

1
0

0
平
成
2
5
年
4
月
1
0
 日
～
7
月
1
7
 日
　
毎
週
水
曜
日

1
4
：
4
0
～
1
6
：
1
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
2
0
3
教
室

前
期
：
「
心
理
検
査
法
Ⅰ
」

5
2
9

1
5

5
1

5
1

0
0
平
成
2
5
年
4
月
1
1
日
～
７
月
1
8
 日
　
毎
週
木
曜
日

9
：
0
0
～
1
0
：
3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
3
1
0
教
室

前
期
：
「
政
治
学
」

4
0
1
1
1

1
5

4
7
4

4
0

1
0

0
平
成
2
5
年
4
月
1
6
 日
～
7
月
2
3
 日
  
毎
週
火
曜
日

1
0
：
4
0
～
1
2
：
1
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
2
号
館
　
4
0
4
教
室

前
期
：
「
保
育
原
理
」

1
0

1
5

1
5

1
4
1

1
5

1
0

0
平
成
2
5
年
4
月
1
5
 日
（
月
）
～
７
月
2
2
日
（
月
）
、
2
4

日
（
水
）
1
3
：
0
0
～
1
4
：
3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
3
1
0
教
室

後
期
：
「
英
文
法
各
論
」

5
1
4

1
5

6
2

5
1

0
0
平
成
2
5
年
9
月
2
7
日
～
1
月
1
7
日
　
毎
週
金
曜
日

（
1
2
/
2
7
,1
/
3
を
除
く
）
　
1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
 2
0
2
教
室

後
期
：
「
名
古
屋
と
観
光
」

2
0

4
0

1
5

2
9
7

2
7

4
1

0
平
成
2
5
年
9
月
2
7
日
～
1
月
1
7
日
　
毎
週
金
曜
日

（
1
2
/
2
7
,1
/
3
を
除
く
）
　
1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
 2
0
1
教
室

前
期
：
「
映
像
論
」

1
5

3
8

1
5

1
5
5

1
4

1
0

0
平
成
2
5
年
4
月
1
1
日
～
7
月
1
8
日
　
毎
週
木
曜
日

1
3
：
0
0
～
1
4
：
3
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス
　
芸
術
工
学
部
管
理
棟

A
3
0
5

後
期
：
「
地
域
空
間
構
成
論
」

3
0

3
1

1
5

3
3
1

3
1

1
0

0
平
成
2
5
年
9
月
2
3
日
（
月
）
～
1
月
2
2
日
（
月
）
、
1
/
2
2

（
水
）
（
1
1
/
4
,1
2
/
2
3
,1
2
/
3
0
,1
/
1
3
を
除
く
）
　
1
0
:4
0

～
1
2
:1
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス
　
芸
術
工
学
部
管
理
棟

A
2
0
2
教
室

看
護
学
部

後
期
：
「
看
護
学
概
論
Ⅱ
」

5
5

7
2
8

5
1

0
0
平
成
2
5
年
1
1
月
1
9
日
～
1
月
1
4
日
　
毎
週
火
曜
日

（
1
2
/
2
4
,1
2
/
3
1
を
除
く
）
　
1
0
:4
0
～
1
2
:1
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
看
護
学
部
棟
　
3
0
1
講
義
室

医
学
研
究
科

文
部
科
学
省
「
未
来
医
療
研
究
人
材
養
成
拠
点
形
成
事
業
」

地
域
と
育
む
未
来
医
療
人
『
な
ご
や
か
モ
デ
ル
』
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
0
0
-

1
3
8
0

3
8
0

1
1

0
平
成
2
5
年
1
2
月
7
日
（
土
）
1
5
:0
0
-
1
7
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
さ
く
ら
講
堂

薬
学
研
究
科

文
部
科
学
省
「
専
門
的
看
護
師
・
薬
剤
師
等
医
療
人
養
成
事
業
」

＜
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
薬
局
薬
剤
師
の
養
成
＞
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
0

8
0

1
7
5

7
5

2
1

0
平
成
2
6
年
3
月
1
6
日
（
日
）
1
3
：
0
0
～
1
6
：
0
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
講
義
・
図
書
館
棟
1
階

宮
田
専
治
記
念
ホ
ー
ル

経
済
学
研
究
科
・
附
属
経
済
研
究
所
第
1
8
回
 公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ー
タ
で
見
る
経
済
と
経
営
」

-
8
5

1
1
0
3

1
0
3

4
4

0
平
成
2
5
年
1
1
月
8
日
（
金
）
　
1
3
：
3
0
～

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
3
号
館
　
1
0
1
教
室

経
済
学
部

公
開
講
演
会
「
現
代
社
会
と
起
業
」

1
0
0

7
0

1
7
0

7
0

1
2

0
平
成
2
5
年
5
月
3
0
日
（
木
）
　
1
4
：
4
0
～
1
7
:0
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
3
号
館
　
1
0
1
教
室

人
間
文
化
研
究
科

・
人
間
文
化
研
究
所

公
開
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
「
現
代
社
会
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
新
し
い
あ
り

方
　
―
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
の
視
座
か
ら
―
」

2
0
0

9
7

1
9
7

9
7

4
3

0
平
成
2
5
年
1
0
月
2
7
日
（
日
）
　
1
3
：
3
0
～
1
7
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
さ
く
ら
講
堂

人
間
文
化
研
究
所

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
多
言
語
が
響
き
あ
う
文
学
」
-
ド
イ
ツ
語
圏
越
境
作
家
た
ち
と
と

も
に
考
え
る

4
0

4
0

1
4
0

4
0

1
0

7
0
平
成
2
5
年
1
1
月
2
日
（
土
）
　
1
0
：
0
0
～
1
2
：
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 1
3
：
3
0
～
1
8
：
0
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
1
階
会
議
室

人
間
文
化
研
究
科

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
E
S
D
と
大
学
２
―
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
た
め
に
―
」

2
0
0

6
2

1
6
2

6
2

5
1

0
平
成
2
6
年
2
月
8
日
（
土
）
　
1
3
：
3
0
～
1
7
：
3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
2
0
1
教
室

芸
術
工
学
部

経
済
学
部

人
文
社
会
学
部

授
業
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

薬
学
研
究
科

東
海
薬
剤
師
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

52



人
　
数

学
外
講
師
数

(内
数
）

開
　
　
催
　
　
日

開
　
催
　
場
　
所

講
　
　
師
　
　
数

受
講
料

延
べ
受
講
者

数
受
講
者
数

日
数

内
　
　
　
容

学
部
・
研
究
科

講
　
　
座
　
　
名

定
　
　
員

応
募
者

数

芸
術
工
学
研
究
科

「
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」
－
北
米
の
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
－

3
5
0

2
5

1
2
5

2
5

1
1

0
平
成
2
5
年
1
0
月
5
日
（
土
）
1
0
：
3
0
～
1
2
：
0
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス
　
大
講
義
室
（
図
書
館
棟
2

階
）

芸
術
工
学
部

】
「
Ｎ
Ｃ
Ｕ
附
属
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
講
演
会
×
M
e
d
ic
al

In
n
o
va
ti
o
n
 P
ro
je
c
t第
３
回
医
療
人
養
成
講
座
」

3
2
0
1
6
9

1
1
6
9

1
6
9

1
1

0
平
成
2
5
年
5
月
2
7
日
（
月
）
  
1
8
：
0
0
～
1
9
：
3
0

桜
山
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟｽ
　
附
属
病
院

病
棟
・
中
央
診
療
棟
3
階
ホ
ー
ル

2
2
世
紀
研
究
所

名
古
屋
市
立
大
学
２
２
世
紀
研
究
所
設
立
記
念
講
演
会

6
6
0
3
5
9

2
3
9
0

3
9
0

4
0

0
平
成
2
5
年
6
月
2
1
日
（
金
）
　
1
4
:4
0
～
1
6
:1
0

平
成
2
5
年
6
月
2
2
日
（
土
）
　
1
3
:3
0
～
1
6
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
  
1
号
館
2
0
1
教
室

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
さ
く
ら
講
堂

2
2
世
紀
研
究
所

名
古
屋
市
立
大
学
2
2
世
紀
研
究
所
講
演
会
　
「
生
命
科
学
の
明
日
は
ど
っ
ち

だ
！
？
」

2
6
6
2
4
0

1
2
3
0

2
3
0

2
1

0
平
成
2
5
年
9
月
2
0
日
（
金
）
 1
4
～
1
6
:3
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
宮
田
専
治
記
念
ホ
ー
ル

2
2
世
紀
研
究
所

名
古
屋
市
立
大
学
2
2
世
紀
研
究
所
講
演
会
　
「
iP
S
細
胞
技
術
を
用
い
て
開
発
す
る

未
来
の
医
療
」

3
2
0
2
2
0

1
2
1
0

2
1
0

1
1

0
平
成
2
6
年
1
月
3
0
日
（
木
）
 1
7
～
1
8
:3
0

名
古
屋
市
立
大
学
附
属
病
院
ホ
ー
ル

(病
棟
･中
央
診
療
棟
3
階
）

春
の
薬
草
園
の
市
民
公
開

7
5
2
3
6

2
1
5
0

1
5
0

1
0

5
0
0
平
成
2
5
年
5
月
1
0
日
（
金
）
、
5
月
1
1
日
（
土
）

1
0
:0
0
～
1
2
:0
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
講
義
・
図
書
館
棟
1
階

宮
田
専
治
記
念
ホ
ー
ル
、
薬
草
園

秋
の
薬
草
園
の
市
民
公
開

7
5
1
8
6

2
1
5
1

1
5
1

1
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
0
月
4
日
（
金
）
、
1
0
月
5
日
（
土
）

1
0
:0
0
～
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ー
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患
者
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と
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究
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★
講
座
数
…
　
「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
「
薬
草
園
市
民
公
開
」
な
ど
、
毎
回
受
講
者
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募
集
す
る
よ
う
な
講
座
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場
合
は
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開
催
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が
講
座
数
と
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が
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講
座
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容
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同
一
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は
講
座
数
は
1
回
と
カ
ウ
ン
ト
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★
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数
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ー
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「
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イ
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ン
ス
カ
フ
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「
薬
草
園
市
民
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開
」
な
ど
、
毎
回
受
講
者
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す
る
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う
な
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★
公
開
講
座
…
こ
の
表
に
記
入
す
る
講
座
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
は
、
本
学
が
主
催
ま
た
は
共
催
で
実
施
す
る
も
の

名
古
屋
市
立
大
学

「
医
・
薬
・
看
の
連
携
研
究
の
推
進
」

助
成
事
業

医
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

看
護
学
部
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「第１6回国際福祉健康産業展～ウェルフェア２０１3～」開催結果 
 

●開催規模及び来場者数 
開  催  期  日 平成２５年５月２４日（金）～２６日（日） 
会        場 ポートメッセなごや ３号館 

展  示  規  模 
１２８社・団体、３６０小間 

（昨年比△５社・団体、△４３小間） 
来  場  者  数   ７１，０１４人 （昨年比＋３２７人） 

内

訳 

第１日目 ２４日（金） 天候： 晴れ ２５，５４２人 
第２日目 ２５日（土） 天候： 晴れ ２２，９８８人 
第３日目 ２６日（日） 天候： 晴れ ２２，４８４人 

 
●併催企画参加者数 

ウェルフェア健康大学（総参加者数 ２，０９２人 うち名市大担当分 １，６８５人） 参加者数

がん細胞の特徴を知って、がんのくすりを理解する
  名古屋市立大学 薬学研究科 准教授  長田 茂宏氏 ７１人

疑問すっきり、高血圧！
名古屋市立大学 医学研究科 准教授（循環器内科 副部長） 土肥 靖明氏  ８２ 

 高齢者の目の病気の予防と治療 
名古屋市立大学 医学研究科 准教授（眼科） 安川 力氏  ６９ 
高齢者の健康・栄養問題について

  愛知淑徳大学 健康医療科学部 准教授  榎 裕美氏 １０１ 
胃癌予防とピロリ菌除菌療法

  名古屋市立大学 医学研究科 准教授（内視鏡部 副部長） 片岡 洋望氏 ４５ 
 セルフメディケーションで成人病を賢く予防～薬局を上手に活用しよう～ 
  名古屋市立大学 薬学研究科 教授 鈴木 匡氏 ３９ 
 睡眠障害が脳と心臓に及ぼす影響
  名古屋市立大学 医学研究科 准教授（睡眠医療センター 部長）中山 明峰氏 １３５ 
糖尿病：血糖値調節のための新たな運動方法～10分間の運動で血糖値は下げられます～ 

  名古屋市立大学 システム自然科学研究科 教授  髙石 鉄雄氏 １０７ 
最近の糖尿病についての話題

  名古屋市立大学 医学研究科 病院教授（内分泌 糖尿内科 部長）岡山 直司氏 １１８ 
腸から健康を考える～便秘を解消するためのスッキリ生活術

  名古屋市立大学 看護学部 講師  樅野 香苗氏 １３８ 
 高齢者が快適な食生活をおくるためには～誰でもできる本当の義歯の使い方、手入れについて～ 
  愛知学院大学 歯学部 高齢者歯科学講座 教授  服部 正巳氏 １０８ 
 アルツハイマー病～予防法から最新治療まで～
  名古屋市立大学 医学研究科 准教授（神経内科部長 代理） 松川 則之氏 １３１ 
前立腺癌治療最前線～ロボット支援前立腺全摘除術～ 
 名古屋市立大学 医学研究科 准教授（泌尿器科） 戸澤 啓一氏  ８３  

脳の健康を考える～アルツハイマー病のいま～
  名古屋市立大学 医学研究科 教授  道川 誠氏 １０８ 
高齢者ケアで必要な感染予防～感染症から守るためにできること～
 名古屋市立大学 看護学部 准教授  脇本 寛子氏  ８１ 
切れる肺がん・治るはいがん

  名古屋市立大学 医学研究科 准教授（呼吸器外科 副部長） 矢野 智紀氏 ６４ 
緩和ケア～あなたがあなたらしくすごすために～

  名古屋市立大学 医学研究科 助教（緩和ケア部） 坂本 宣弘氏  ７９ 
これだけは知っていて欲しい、薬の飲み合わせ！

  名古屋市立大学 医学研究科 教授（薬剤部 部長） 木村 和哲氏 ８７ 
 がんと向き合う社会へ～がん薬物療法の視点から～
  名古屋市立大学 医学研究科 准教授（化学療法部 部長） 小松 弘和氏 ６０ 
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百年折れない骨をつくるために今できること～骨粗しょう症による寝たきりを防ぐ～
  藤田保健衛生大学 医学部内分泌代謝内科 准教授  鈴木 敦詞氏 １０６人

認知症の理解と予防～自分らしく生活するために～
  名古屋市立大学 看護学部 講師  渕田 英津子氏 １０５ 
ロボット手術（ダヴィンチ）におけるがん治療の最前線

  藤田保健衛生大学病院 上部消化管外科 教授  宇山 一朗氏  ９２ 
 脳梗塞の最新治療と予防
  名古屋市立大学 医学研究科 病院教授（脳神経外科 部長） 間瀬 光人氏  ８３ 

 

ウェルフェアいきいき健康教室（実技体験）     （総参加者数 ３７１人） 参加者数

健康体操 自疆術（じきょうじゅつ）
  （公社）自疆術普及会 中部総支部長  永井 弘子氏 １５１人

健康太極拳～ゆるやかに気をめぐらし誰でも出来る健康太極拳～
  揚名時太極拳 師範  糸柳 元英氏 ５３ 

健康体操 真向法（まっこうほう）～１日３分間 真向法体操で心も体も美しく～
  愛知真向法体操会 会長  内藤 清逸氏 ５１ 
気功健康法～気功で元気になりましょう～

  中日気功研修会 会長 林 茂美氏 １１６ 

 

ウェルフェアお役立ちセミナー           （総参加者数 ２１０人） 参加者数

 危険予知を取り入れた安全運転法
  （一社）日本自動車連盟 愛知支部  寺本 浩氏 ８７人

高齢者の住まいを巡る法律相談～老後を快適に過ごすための住まいを一緒に考えてみませんか？～
  愛知県弁護士会 弁護士  松隈 知栄子氏 ４７ 
 「災害時に自分と家族の命を守る」～大災害に備えて知っておきたいこと～ 
  名古屋第二赤十字病院 救急科部長  稲田 眞治氏 ７６ 

    

中部ライフガードＴＥＣ合同セミナー          （総参加者数 ６７７人） 参加者数

 南海巨大地震・津波災害への備え
  三重県 南伊勢町 町長  小山 巧氏 ３１４人

南海トラフ巨大地震の備え
  内閣府 政策統括官（防災担当）付参事官（調査・企画担当） 藤山 秀章氏 ２４２ 
 南海トラフの巨大地震に対する減災の取り組み
  名古屋大学 減災連携研究センター 准教授  護 雅史氏 ９５ 
 災害時の身元不明者の歯科的所見による個人識別
  愛知県歯科医師会 専務理事  須賀 均氏 ２６ 

 

ウェルフェア安心・安全音楽会             （総参加者数 ３８１人） 参加者数

第１部 音楽療セミナー：美しい歌声は健康の源－歌う音楽療法－
      名古屋音楽大学大学院 教授  栗林 文雄氏 １７４人

第２部 「音楽隊演奏会」
協力：名古屋市消防音楽隊、愛知県警察音楽隊 ２０７ 

●介護・福祉ビジネス討論会 
 超高齢社会におけるビジネスの創り方～介護福祉市場、事業成果の出た事例から対応を学ぶ～ 
  共催：ウェルネスバレー推進協議会、新ヘルスケア産業フォーラム 
  聴講者数：１７０人 
●同時開催 
「おやのため、わたしのための総合施設展」 参加施設数：１１施設  
●併催企画イベント 
「健康ファミリーウォーク２０１３」 参加者数：約１，０００人 
★名古屋市立大学病院看護部・ブース出展 参加者数：１，２６０人 
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＜案＞ 

 

公立大学法人名古屋市立大学と名古屋市教育委員会との高大連携協力に関する協定書 

 

 

公立大学法人名古屋市立大学（以下「甲」という。）と名古屋市教育委員会（以下「乙」という。）

は、連携協力して高等学校教育と大学教育の相互理解を促進し交流を深めることにより、高等学校

教育・大学教育の活性化を図ることを目的として、次のとおり協定を締結する。 

 

（実施機関） 

第1条 この協定書で定める連携協力は、甲と乙及びその所管に属する高等学校との間で実施する。 

 

（連携協力の内容） 

第2条 甲と乙は、次の事項について連携協力するものとする。 

(1)高校生が大学における高度な教育・研究に触れる機会の充実に関すること。 

(2)大学及び高等学校それぞれの教員による情報交換。 

(3)高等学校と大学とのそれぞれの教育連携に関すること。 

(4)その他甲と乙が必要と認めること。 

 

（連携の方法） 

第3条 甲と乙は、連携協力に当たって、高校生、大学生及び双方の教職員等の派遣及び受け入れ

が円滑に行われるよう努めるとともに、双方の施設等の利用についても便宜を図るものとする。 

2 連携協力に際して発生する経費の負担等については、甲と乙が別途協議して決定する。 

 

（高大連携協力推進協議会及び専門部会） 

第4条 甲と乙は、第2条各号に掲げる事項について協議及び情報交換を行うため、公立大学法人名

古屋市立大学と名古屋市教育委員会との高大連携推進協議会（以下「高大連携推進協議会」とい

う。）を設置する。 

2 甲と乙は、必要に応じて、連携協力に係る具体的な内容の協議や連携事業の実施のため、高大

連携推進協議会専門部会を設置することができる。 

 

（有効期間） 

第5条 この協定書の有効期間は、平成27年 月 日までとする。ただし、甲、乙いずれからも改

廃の申し入れがないときは、さらに1年間延長するものとし、その後もまた同様とする。 

 

（補則） 

第6条 この協定書に定めるもののほか、必要な事項については、甲と乙が協議の上、別途定める

ものとする。 

 

 本協定書を証するため、本書2通を作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各自1通を保有する。 

 

平成26年 月 日 

 

公立大学法人名古屋市立大学長         名古屋市教育委員会教育長 

戸 苅   創              下 田 一 幸 
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国際交流センターの設置について 

 

１ 趣 旨 

  平成 25 年度年度計画では、従前の「国際交流推進センター」を「国際交流センタ

ー」とすることを目指すとしているが、平成 26 年度より、同計画に従い、「国際交流

センター」を設置して、現行の「国際交流推進センター」と学生課国際交流係を統合

して業務を一体化し、事務処理体制と学生への対応を効率的に行えるよう、その機能

の強化を図るものである。 

 

２ 「国際交流センター」の体制について 

  国際交流センターの体制については、その充実を図るため、引き続き、整備してい

くこととするが、平成 26 年度の体制等については、次のとおり 

 (1) 人員 

係長 1名(学生課長事務取扱)、主事 1名、契約職員 3名で運営する。 

 (2) 場所 

滝子キャンパス学生会館 2階 学生課国際交流係事務室に隣接する部屋に置く。 

 (3) 業務 

現行の国際交流係分掌業務と国際交流推進センターの分掌業務を統合する。 

 

【参 考】 

  現在の国際交流係と「国際交流推進センター」の体制 

 国際交流係 国際交流係(国際交流推進センター) 

人  員 
係長 1名(学生課長事務取扱) 

主事 1名 契約職員 1名 
契約職員 2名 

場    所 滝子キャンパス学生会館 2階 滝子キャンパス 1号館 1階 

担当業務 

○留学生の各種相談に対応する業務 

○大学間交流協定の管理に関する事務 

○教員海外派遣の支援に関する事務 

○海外教員招へいの支援に関する事務 

○交換留学生の派遣事務 

○交換留学生の受入れ事務 

○国費留学生制度対応に関する事務 

○留学生宿舎の管理・運営に関する事務 

○留学生奨学金の受給に関する事務 

○在留資格手続きに関する事務 

○留学生後援会に関する事務   他 

〇学生の留学相談の対応 

〇Talk Time の運営 

〇語学研修教材の貸出し 

〇交換留学生の派遣事務 

〇交換留学生の受入れ事務 

〇国連インターンシップへの派遣事務 

〇留学生チューター制度の運営   他 

 

３ 「国際交流推進センター」跡地の利用 

 〇平成 26年度以降、「国際交流センター分室」として、Talk Time や留学に関するガ

イダンスをはじめとした各種行事を開催するための場所として随時利用する。 

 ○部屋の管理は、利用時に国際交流係員を配備して、これにあてることとする。 
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国際交流協定校一覧 
 

１．交流協定校一覧（29校/15か国） （平成 26年 3月現在） 

２．スタディーアブロードプログラム（3校/2か国） 

 大学名 国名 都市 対象学部 締結年月 

1 バックネル大学 アメリカ ルイスバーグ市 人文社会学国際文化学科 平成 16年 11月 

2 ロリンズ大学 アメリカ ウィンターパーク市 全学 平成 24年 12月 

3 クィーンズ大学 BISC イギリス 
ヘールシャム市 人文社会学部 平成 19年 5月 

経済学部 平成 20年 9月 

 大学名 国名 都市 対象学部 締結年月 

大学間交流協定（24校/14か国） 

1 南カリフォルニア大学 アメリカ ロサンゼルス市 薬 平成 4年 9月 

2 ウィチタ州立大学 アメリカ ウィチタ市 システム 平成 14年 12月 

3 ニューサウスウェールズ大学 オーストラリア シドニー市 全学 平成 19年 1月 

4 トリノ工科大学 イタリア トリノ市 芸工 平成 13年 1月 

5 パドヴァ大学 イタリア パドヴァ市 全学 平成 23年 2月 

6 パリ第１３大学 フランス パリ市 全学 平成 19年 5月 

7 サンティエティエンヌ大学アート・デザイン学校 フランス サンティエテ

ィエンヌ市 

全学 平成 22年 6月 

8 ライプツィヒ応用科学大学 ドイツ ライプツィヒ市 全学 平成 21年 3月 

9 ルートヴィクスハーフェン経済大学 ドイツ ルートヴィクスハーフェン市 全学 平成 23年 12月 

10 ペーチ大学 ハンガリー ペーチ市 全学 平成 19年 1月 

11 マドリッド工科大学 スペイン マドリッド市 全学 平成 24年 9月 

12 南京医科大学 中国 南京市 医・薬 平成 14年 11月 

13 瀋陽医学院 中国 瀋陽市 全学 平成 20年 12月 

14 浙江大学管理学院 中国 浙江市 全学 平成 21年 5月 

15 中央民族大学 中国 北京市 全学 平成 22年 6月 

16 瀋陽薬科大学 中国 瀋陽市 全学 平成 22年 8月 

17 黒竜江中医薬大学 中国 ハルピン市 全学 平成 25年 10月 

18 ハルリム大学 韓国 春川市 全学 平成 18年 11月 

19 南ソウル大学 韓国 天安市 全学 平成 23年 4月 

20 コロンボ大学 スリランカ コロンボ市 全学 平成 19年 1月 

21 マレーシア国民大学 マレーシア セランゴール州バンギ 全学 平成 22年 3月 

22 ベトナム国立大学ホーチミン校 ベトナム ホーチミン市 全学 平成 22年 3月 

23 シャルジャ大学 アラブ首長国連邦 シャルジャ市 全学 平成 23年 6月 

24 サント・トーマス大学 フィリピン マニラ市 全学 平成 24年 11月 

学部間交流協定（5校/5か国） 

1 メリーランド芸術大学 アメリカ バルティモア市 芸術工学部 平成 25年 4月 

2 ハレ・ヴィッテンベルク-マルティン・ルター大学 ドイツ ハレ市・ヴィッテンベルク市 人文社会学部 平成 7年 2月 

3 ノッティンガム大学 イギリス ノッティンガム 芸術工学部 平成 24年 12月 

4 中国社会科学院日本研究所 中国 北京市 経済学部 平成 9年 10月 

5 檀国大学 韓国 龍仁市 芸術工学部 平成 25年 6月 

【年度計画79】
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【中期計画 70】 25 年度計画[84] 

周産期母子医療センター 

 総合周産期母子医療センター 地域周産期母子医療センター 

指定及び

認定 

都道府県 都道府県 

機能 ・MFICUを含む産科病棟及び NICUを含む新生児
病棟を備え、常時の母体及び新生児の搬送授乳体制

を有し、合併症妊娠、胎児・新生児異常等リスクの

高い妊娠に対する医療、高度な新生児医療等の周産

期医療を行うことができるとともに、必要に応じて

関係診療科又は他の施設と連携し、産科合併症以外

の合併症を有する母体に対応することができる。 
・地域周産期医療関連施設等からの救急搬送を受け

入れるなど、周産期医療体制の中核として地域周産

期母子医療センターその他の地域周産期医療関連施

設等との連携を図る。 

・産科及び小児科等を備え、周産期に係る

比較的高度な医療行為をおこなうことが

できる医療施設。 

診療科目 ・産科及び新生児医療を専門とする小児科、麻酔科
その他の関係診療科。 
・救命救急センター又はそれと同等の機能を有する

こと（救急科、脳神経外科、心臓血管外科又は循環

器内科、放射線科、内科、外科等を有することをい

う） 

・産科及び新生児医療を担当する小児科。

・麻酔科その他関連診療科を有することが

望ましい。 

設備  
 
MFICU 
 

次に掲げる設備を備え、必要に応じ個室と

する。 
・産科を有する場合は次に掲げる設備を備

えることが望ましい。 
①緊急帝王切開術等の実施に必要な医療

機器 
②分娩監視装置 
③超音波診断装置（カラ―ドップラー機能

を有するもの） 
④微量輸液装置 
⑤その他産科医療に必要な設備 

①分娩監視装置 
②呼吸循環監視装置 
③超音波診断装置（カラ―ドップラー機能

を有するもの） 
④その他母体・胎児集中治療に必要な設備 

 
 
NICU 
 

①新生児用呼吸循環監視装置 
②新生児用人工換気装置 
③超音波診断装置（カラ―ドップラー機能

を有するもの） 
④新生児搬送用保育器 
⑤その他新生児集中治療に必要な設備 

・小児科等には新生児病室を有し、次に掲

げる設備を備えるNICUを設けることが
望ましい。 
①新生児用呼吸循環監視装置 
②新生児用人工換気装置 
③保育器 
④その他新生児集中治療に必要な設備 

GCU 輸液、酸素投与等の処置及び心拍呼吸監視

装置の使用を必要とする新生児の治療に

必要な設備を整えること。 
・新生児と家族の愛着形成を支援するため、長期間

入院する新生児を家族が安心して見守れるよう、

NICU,GCU等への入室面会及び母乳保育を行うた
めの設備、家族宿泊設備等を備えることが望ましい。 
ドクター

カー 
母体又は新生児を搬送するために必要な

患者監視装置、人工呼吸等の医療機器を搭

載したドクターカーを必要に応じ整備。 
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【中期計画 70】 25 年度計画[84] 

 
検査機能 

血液一般、凝固系、生化学一般、血液ガス、

輸血用検査、エックス線検査、超音波診断

装置（カラードップラー）、分娩監視装置

による連続的な監視が常時可能であるこ

と。 

病床数  
MFICU 

・６床以上。これと同等の機能を有する陣

痛室の病床を含めて算定して差し支えな

い。ただし、陣痛室以外のMFICUの病床
数は６床を下回ることはできない。 
・MFICUの後方病室はMFICUの２倍以
上の病床数を有することが望ましい。 

 

NICU ９床以上（１２床以上とすることが望まし

い）。 
GCU NICUの２倍以上の病床数を有すること

が望ましい。 

職員 MFICU ・２４時間体制で産科を担当する複数（病
床数が６床以下であって別途オンコール

による対応ができる者が確保されている

場合にあっては１名）の医師が勤務。 
・３床に１名の助産師又は看護師が勤務。 

小児

科 
・２４時間体制を確保するために必

要な職員。 
産科 ・帝王切開術が必要な場合に迅速

（おおむね３０分以内）に手術への

対応が可能となるような医師（麻酔

科医含む）及びその他の各職員。 NICU ・２４時間体制で新生児医療を担当する医

師が勤務。なお、NICUの病床数が１６床
以上である場合は、２４時間体制で複数の

医師が勤務していることが望ましい。 
・常時３床に１名の看護師が勤務。 
・臨床心理士等の臨床心理技術者を配置。 

新生

児病

室 

・２４時間体制で病院内に小児科を

担当する医師が勤務。 
・各地域周産母子センターにおいて

設定した水準の新生児医療を提供

するために必要な看護師が適当数

勤務。 
・臨床心理士等の臨床心理技術者を

配置。 
 

GCU ・常時６床に１名の看護師が勤務。 
分娩室 ・原則として、助産師及び看護師が病棟と

は孤立して勤務していること。ただし、

MFICUの勤務を兼ねてもよい。 
その他 ・麻酔科医の配置。 

・NICU入院児支援コーディネーターの配
置が望ましい。 

連携機能 ・オープンシステム・セミオープンシステム等の活
用、救急搬送の受け入れ、合同症例検討会の開催等

により、地域周産期母子医療センターその他の地域

周産医療関連施設等と連携を図るものとする。 

・総合周産期母子医療センターからの戻り

の搬送の受け入れ、オープン・セミオープ

ンシステム等の活用、合同症例検討会の開

催等により、総合周産期母子医療センター

その他の地域周産期医療関連施設等と連

携を図るものとする。 
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【中期計画 70】 25 年度計画[84] 

 

・「 NICU(新生児集中治療管理室)」とは 

《 neonatal intensive care unit》低出生体重児や疾患のある新生児を収容し

て、最も効果的かつ集約的な治療を行うための施設。新生児集中治療室。新生

児特定集中治療室。 

 

 

・「 GCU（継続保育室）」とは 

《 Growing Care Unit 》出生時・出産後に生じた問題が解決・改善した新生児 

の経過を観察する施設。NICU で治療を受け、状態が安定した後に移されること

が多い。継続保育室。新生児治療回復室。 

 

 

・「MFICU（母体・胎児集中治療管理室）」とは 

《 Maternal Fetal Intensive Care Unit 》重い妊娠中毒症、前置胎盤、合併

症妊娠、切迫早産や胎児異常など、ハイリスク出産の危険度が高い母体・胎児

に対応するための設備（分娩監視装置、呼吸循環モニター、超音波診断装置、

人工呼吸器など）を備え、主として産科医療を専門とするスタッフが２４時間

体制で治療を行う集中治療室の略称。母体胎児集中治療室。母体胎児集中治療

管理室。 

 

 

・「PICU（小児集中治療管理室）」とは 

《 Pediatric Intensive Care Unit 》小児の大けがや、緊急を要する脳・内臓

などの疾患に対応できる設備と医療スタッフを備えた集中治療室。小児集中治

療室。小児集中治療管理室。 
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 1  2  3  4    

S  2 1 3 0  6 6. 8% 
A  17 30 10 20 77 87. 5% 
B  2 2 1 0 5 5. 7% 
C  0 0 0 0 0 0. 0% 

21 33 14 20 88 100. 0%

 

【年度計画100】

病院機能評価について

64



 
   

65



【年度計画103】
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名古屋市立大学交流会 設立総会・記念講演会・懇親会 

 
平成 25 年 10 月 19 日（土）13時 30 分～ 

                  於：名古屋市立大学桜山キャンパス  

さくら講堂 （設立総会・記念講演会） 

本部棟 4階ホール （懇親会） 

                  司会：山田 陽子 

 

             ＜ 総 会 ＞ 
1、開会      

2、会長挨拶   名古屋市立大学交流会 会長 

公立大学法人名古屋市立大学 理事長・学長 

戸苅 創 

3、大学近況報告 

4、祝電紹介 

5、閉会   

 

＜ 記念講演会 ＞ 

1、記念講演 

柳田 邦男（ノンフィクション作家・評論家） 

         「人間を見る眼～専門的職業人として～」 

 

 

               ＜ 懇 親 会 ＞ 

1、開演      

本学吹奏楽部 演奏 

2、開会の辞   

名古屋市立大学 同窓会担当学長補佐  

名古屋市立大学 人間文化研究科教授 

野中 壽子 

3、乾杯 

名古屋市立大学交流会会長 

公立大学法人名古屋市立大学 理事長・学長 

戸苅 創 

4、会食     

 本学邦楽部 演奏 

5、来賓紹介 

         同窓会長紹介 

6、大学祭の紹介  

大学祭実行委員 山中 純（人文社会学部 3年） 

7、学生歌斉唱    

本学オーケストラ部、合唱部 

「新緑薫りて」「今思え！君よ」 

8、閉会挨拶 

         名古屋市立大学交流会副会長   

公立大学法人名古屋市立大学 副理事長・事務局長 

三宅 勝 
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平成 25 年 4 月 1 日 

各研究科長および看護学部長 様 

 

理  事  長 

男女共同参画室・女性研究者支援室室長 

 

 

女性教員採用に対するインセンティブ経費付与について 

 

本学では、第二期中期計画で「教育・研究と出産・育児の両立ができる就業環境

の整備等を通じ、女性教員比率の向上をめざす」こととし、女性教員比率 27％とい

う数値目標を掲げています（目標年次：平成 29 年度）。 

しかしながら現状の女性教員比率は 20.4％であり（平成 25 年 3 月）、目標の達成

に向けより積極的な対策が必要と考えられます。 

そこで、下記のとおり、一定の条件下において、女性教員を採用した場合にイン

センティブ経費を付与することといたしました。つきましては、該当者がいる研究

科等におかれましては、別紙のとおり申請していただきますようお願い申し上げま

す。 

 

記 

 

１ インセンティブ付与条件 

女性教員を採用したときに、当該採用ポストの前任者が男性であった場合、ま

たは当該採用ポストが新設である場合に、採用を行った部局（医学研究科・薬学

研究科においては、採用となる講座）に対して、インセンティブ経費を付与する。

ただし、医学研究科における欠員活用による女性教員採用を除く。 

 

２ 対象者 

公立大学法人名古屋市立大学職員就業規則第２条第１項に規定する教員 

 

３ 対象期間 

平成２５年４月１日～平成２６年１月１日における採用（着任） 
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４ 付与金額 

対象となる採用１件につき１００万円。 

※ インセンティブ経費の付与については、全体で１０件（１，０００万円）

を上限とする。 

 

５ 申請手続 

インセンティブ付与を希望する部局の長は、該当する女性教員の着任後２週間

以内に、申請書（別紙様式１）を男女共同参画室・女性研究者支援室まで提出す

る。 

申請書記載事項の確認後、当該部局に対して、理事長裁量経費を研究費として

配分する。なお、医学研究科・薬学研究科においては、配分された研究費を採用

講座の執行に供するものとする。 

 

６ 注意事項 

インセンティブ経費については、平成２５年度内に執行するものとする。 

インセンティブ付与対象となった女性教員が、１年未満で退職した場合には、

当該部局は、インセンティブ経費を返還するものとする。なお、具体的な返還方

法については、該当事案が発生した場合に、協議の上、決定する。 

平成２６年度の実施については、平成２６年度予算の状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画室・女性研究者支援室 

TEL 853-8577 FAX 853-8588 
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教 授 准教授 講 師 助教 助手 計
人 人 人 人 人 人

38 49 62 130 279

男　　性 37 46 52 102 237
比 率 ％ 97.4 93.9 83.9 78.5 84.9
女　　性 1 3 10 28 42
比 率 ％ 2.6 6.1 16.1 21.5 15.1

18 15 11 13 57

男　　性 18 15 9 11 53
比 率 ％ 100.0 100.0 81.8 84.6 93.0
女　　性 0 0 2 2 4
比 率 ％ 0.0 0.0 18.2 15.4 7.0

17 16 3 5 41

男　　性 17 11 2 0 30
比 率 ％ 100.0 68.8 66.7 0.0 73.2
女　　性 0 5 1 5 11
比 率 ％ 0.0 31.3 33.3 100.0 26.8

28 14 42

男　　性 19 9 28
比 率 ％ 67.9 64.3 66.7
女　　性 9 5 14
比 率 ％ 32.1 35.7 33.3

15 14 0 1 30

男　　性 13 12 0 1 26
比 率 ％ 86.7 85.7          -          - 86.7
女　　性 2 2 0 0 4
比 率 ％ 13.3 14.3          -          - 13.3

9 10 7 8 34

男　　性 4 0 0 2 6
比 率 ％ 44.4 0.0 0.0 25.0 17.6
女　　性 5 10 7 6 28
比 率 ％ 55.6 100.0 100.0 75.0 82.4

11 10 1 1 23

男　　性 10 9 1 1 21
比 率 ％ 90.9 90.0          - 100.0 91.3
女　　性 1 1 0 0 2
比 率 ％ 9.1 10.0          - 0.0 8.7

136 128 84 153 5 506

男　　性 118 102 64 117 0 401
比 率 ％ 86.8 79.7 76.2 76.5 0.0 79.2
女　　性 18 26 20 36 5 105
比 率 ％ 13.2 20.3 23.8 23.5 100.0 20.8

役員3人（学内教員 医1・薬1・経1　各教授）は含まない。
外国人教師（人文社会学部）7人は含まない。

教員の所属別・補職別・性別比率について

(平成26年3月1日現在員）

所　　　　　　属

医学研究科

薬学研究科

経済学研究科

人間文化研究科

合　　　計

芸術工学研究科

看護学部

システム自然科学研究科
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